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【第１２条】 就業規則違反の労働契約 

条文 

‣就業規則違反の労働契約 

就業規則で定める基準に達しない労働条件を定める労働契約は、その部分については、無効とする。

この場合において、無効となった部分は、就業規則で定める基準による。 

解説 

(１) 趣旨 

‣趣旨 

(２) 内容 

① 法第１２条は、就業規則を下回る労働契約は、その部分については就業規則で定める基準まで引き上

げられることを規定したものです。 
 

② 法第１２条の「就業規則」については、法第７条の(２)の④と同様です。 
 

③ 法第１２条の「就業規則で定める基準に達しない労働条件を定める労働契約」とは、例えば、就業規則

に定められた賃金より低い賃金等就業規則に定められた基準を下回る労働条件を内容とする労働契

約をいうものです。 
 

④ 法第１２条は、就業規則で定める基準以上の労働条件を定める労働契約は、これを有効とする趣旨で

す。 
 

⑤ 法第１２条の「その部分については、無効とする」とは、就業規則で定める基準に達しない部分のみを

無効とする趣旨であり、労働契約中のその他の部分は有効です。 
 

⑥ 法第１２条の「無効となった部分は、就業規則で定める基準による」とは、労働契約の無効となった部

分については、就業規則の規定に従い、労働者と使用者との間の権利義務関係が定まるものです。 
 

⑦ なお、労働基準法第９３条については、法附則第２条による改正により、「労働契約と就業規則との関

係については、労働契約法第１２条の定めるところによる」旨を規定したところであり、これは、改正前

と同内容です。 

就業規則は、労働条件を統一的に設定するものであり、法第７条本文、第１０条本文及び第１２条において

は、一定の場合に、労働契約の内容は、就業規則で定めるところとなることを規定しているところです。 

一方、就業規則の内容と異なる労働条件を合意していた場合及び就業規則の変更によっては変更されな

い労働条件を合意していた場合には、それぞれ、法第７条ただし書及び第１０条ただし書によりその合意

が優先されることとなるものですが、就業規則を下回る個別の合意を認めた場合には、就業規則の内容

に合理性を求めている法第７条本文及び第１０条本文の規定の意義が失われ、個別労働関係紛争をも惹

起しかねないものです。 


